













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































△＝ ○ △＝○ ▲＝○ △ △＝○
)在島本縄沖(）在阪大（)入婚地当(在町地下)入婚地当()入婚地当(
○ △ = ○
旧下地町在 Ａ 沖縄本島在 旧下地町在 　伊良部島在
○ ○
（当地在）
（事例２）現住地の事例 エゴ（▲ 次男 1930年代生）
（事例１）現住地の事例　　エゴ（▲　長男　1930年代生）
(分)
△ = ○ ▲＝○ ○=△ ○=△ Ｃ△＝○
Ｂ (当地婚入) （当地婚入）
(当地在)
△ ○ △＝○ ○ ○ ○ △＝○ 当地在
(那覇市在) 平良市在 那覇市在 平良市在 平良市在 那覇市在
























△＝ ○ △＝○ ▲＝○ △ △＝○
)在島本縄沖(）在阪大（)入婚地当(在町地下)入婚地当()入婚地当(
○ △ = ○
旧下地町在 Ａ 沖縄本島在 旧下地町在 　伊良部島在
○ ○
（当地在）
（事例２）現住地の事例 エゴ（▲ 次男 1930年代生）
（事例１）現住地の事例　　エゴ（▲　長男　1930年代生）
(分)
△ = ○ ▲＝○ ○=△ ○=△ Ｃ△＝○
Ｂ (当地婚入) （当地婚入）
(当地在)
△ ○ △＝○ ○ ○ ○ △＝○ 当地在
(那覇市在) 平良市在 那覇市在 平良市在 平良市在 那覇市在
△ △ ○ ○
△ △ ○













































エゴ ▲ ＝ ● ●＝▲
（当地在）
△ △ ○ ○ ○






















































































































































































●＝▲ ○＝△ △ ●＝△ ○＝△
























































△ = ● ○ ●＝▲ ○ ▲＝● △ △ ●=△ △＝●
婿養子 D Ａ 婿養子 Ｂ ( 戦 死 ) C（長女） F
(分) （分）


























○ ○ △ Ｈ▲ エゴ ○●＝▲
当地在 呉市 (沖縄本島） 平良市在
▲ B
△ =○ Ｃ○＝△ ○ △
A Ｇ Ｄ







































○ ○ △ Ｈ▲ エゴ ○●＝▲
当地在 呉市 (沖縄本島） 平良市在
▲ B
△ =○ Ｃ○＝△ ○ △
A Ｇ Ｄ









































































































札幌法学 25 巻 1 号（2013）
— 66 —
の、必ずしも複合されていない集合としてとらえたいと思う」（「民俗研究に
とっての地域」、比嘉政夫「琉球列島文化研究の新視角」『民族学研究』61巻
3号444頁からの引用）としている。
（4）この分野での数少ない論稿の一つが、江守五夫「沖縄における祭祀承継に関す
る社会問題　─ 法社会学的＝民族学的レポート」『家族の法の歴史』（法律文化
社　1981）であり、これは現代の「トートーメー問題」を扱った論稿である。
この問題は「琉球新報」が1980年1月に扱い出したことが発端となり、沖縄県
内において大きな反響を呼んだ。江守は「『トートーメー』とは、『位牌、系
譜、祭具、墳墓等、法的にいわゆる祭祀財産』を表す方言であり、この承継に
財産の相続がからんでいることから、今日多くの問題が派生している。その中
心的な問題点は、女性が祭祀（位牌）を承継できないとする慣習であった。祭
祀の承継は本島南部の門中制度からすれば、被相続人の父系的に連なった男性
親族に限られるのであり、それ故、女の子供しかいない家では、娘は他家へ嫁
がせ、男性の親族を養子にとって、それに祭祀を継がせるのであり、しかも財
産の大部分をも一緒に相続させる習わしとなっており、ここにこの慣習をめぐ
って深刻な問題が惹起することになるのである」（同書527頁）として、この
慣習がどのように成立してきたかを検討している。
（5）末弘厳太郎「調査方針等に関する覚書」『中国農村慣行調査　第１巻』（岩波
書店　1951）
（6）『九十年誌　昭和60学年度』（下地町立来間小・中学校　1986）181頁、『下
地町町制施行50周年記念誌』（下地町　1999）157頁
（7）前掲『九十年誌　昭和60学年度』176頁〜179頁参照
（8）『下地町誌』（下地町　1989） 97頁
（9）前掲『九十年誌　昭和60学年度』187頁〜189頁参照
（10）ヤドーリとは「その家の者がいなくなった家や、家がたおれること」を意味
するとされていた。
（11）「畑を耕作していた者を『陸軍多良間』、海で魚をとっていた者を『陸軍多良
間』」と呼んでいた」という。
（12）残りの１世帯は一度転出したが、後に「戻ってきて」から結婚した者の世帯
である。
（13）カタイとウトザに関しては、蒲生正男・大胡欽一「第6篇第2章　南部宮古島
の＜カタイ＞・＜ウトゥザ＞の社会構造」『沖縄ー自然・文化・社会ー』（平凡
社　1976）を参照
